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施
政
方
針
の
要
旨
は
大
要
次

の
通
り
で
す
。

本
日
、
昭
和
四
十
五
年
度
の

当
初
予
算
の
審
議
を
行
う
第
一

回
定
例
市
議
会
に
あ
た
り
、
施

政
方
針
と
予
算
案
の
説
明
を
申

し
あ
げ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

喜
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
○
年
代
を
迎
え
、
わ

が
国
の
経
済
発
展
は
引
続
き
伸

長
を
示
し
埴
先
進
諸
国
に
伍
し

て
次
第
に
主
導
的
地
位
も
高
ま

っ
て
行
く
も
の
と
確
信
す
る
も

の
で
す
。
か
か
る
高
度
経
済
成

長
の
な
か
で
、
生
活
水
準
は
向

上
し
、
ま
す
ま
す
行
政
水
準
も

引
上
げ
ら
れ
、
行
政
需
要
の
増

大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

行
政
も
大
量
処
理
の
経
済
性

か
ら
広
域
化
が
企
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
と
き
、
本
年
か
ら
米
作

中
心
の
農
政
の
転
換
年
度
と
な

り
、
総
合
農
政
の
出
発
点
で
あ

り
ま
す
の
で
真
心
と
英
知
を
傾

け
て
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

私
は
当
市
の
お
か
れ
て
い
る

諸
条
件
を
究
明
し
、
市
勢
の
飛

三
月
十
一
日
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で

安
村
市
長
は
新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
市
政
運
営
の
所
信
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

市
長
は
こ
の
中
て
「
人
間
尊
重
の
精
神
に
も
と
つ
く
社
会
開

発
の
調
和
あ
る
発
展
と
社
会
保
障
の
充
実
を
図
リ
、
国
際
的
視

野
に
立
っ
た
経
済
政
策
を
進
め
た
い
と
し
て
い
る
国
県
の
方
針

を
基
本
と
し
て
、
こ
れ
に
対
処
し
う
る
施
策
を
進
め
た
い
」
と

述
べ
新
年
度
予
算
な
ど
議
案
三
十
二
件
を
可
決
し
二
十
日
終
了

し
ま
し
た
。施

政
方
針
の
大
綱

齪
を
計
る
た
め
の
思
い
切
っ
た

積
極
策
を
推
進
し
、
市
民
と
共

に
考
え
、
計
画
し
、
実
行
し
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

そ
こ
で
工
業
都
市
と
し
て
の

今
後
の
踵
進
に
待
つ
べ
く
、
昨

年
度
よ
り
進
め
て
い
る
松
久
保

工
業
用
団
地
造
成
を
推
進
し
、

更
に
手
綱
工
業
団
地
を
計
画
し

併
せ
て
上
水
道
、
工
業
用
水
道

の
進
行
を
促
進
し
、
都
市
的
機

能
の
充
実
に
、
ま
た
中
央
公
民

館
の
建
設
、
へ
き
地
振
興
、
山

村
開
発
を
重
点
に
懸
命
に
努
力

し
た
い
考
え
で
す
。

各
般
に
わ
た
り
、
市
民
福
祉

の
向
上
の
施
策
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
現
在
の
市
財
政
の
現
況

で
は
思
う
よ
う
な
施
策
を
行
な

う
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
残
念

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
を
中

心
と
し
て
職
員
を
督
励
し
、
真

壊
な
る
努
力
と
議
員
各
位
の
ご

支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
現
状
を

打
開
し
て
行
き
た
い
と
念
ず
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
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住
象
よ
い
市
づ
く
り
の
た
め

の
予
算
の
う
ち
投
資
的
事
業
に

使
は
れ
る
予
算
の
概
要
を
説
明

し
、
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
で
ど

ん
な
こ
と
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
使
わ
れ
る
か
を
解
説
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

議
員
報
酬
な
ど
識

▽
議
会
費
会
活
動
に
必
要
な

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
議
員
控
室
机
購
入
費
一

五
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
給
与
計

▽
総
務
費
算
事
務
も
計
算
セ

ン
タ
ー
に
委
託
さ
れ
引
き
続
き

そ
の
委
託
費
も
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
職
員
の
福
利
厚
生
施
設
の

一
つ
更
衣
室
の
新
築
費
二
三
○

万
円
、
公
有
財
産
購
入
費
二
千

七
二
三
万
七
千
円
（
高
浜
町
一

丁
目
四
二
番
地
買
戻
と
旧
税
務

署
敷
地
の
購
入
費
）
、
松
久
保

工
業
団
地
も
六
月
ご
ろ
よ
り
着

工
さ
れ
る
予
定
で
そ
の
起
工
式

費
一
二
七
万
八
千
円
も
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
花
貫
ダ
ム
期
成
同

盟
会
及
び
工
業
団
地
促
進
協
議

会
に
も
袖
助
金
を
交
付
し
、
早

期
実
現
の
た
め
の
積
極
的
予
算

も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お

市
長
、
県
知
事
、
県
議
会
識
員

の
各
避
挙
費
の
ほ
か
五
年
に
一

度
行
わ
れ
る
川
勢
洲
査
の
我
用

一
二
六
万
円
も
計
上
さ
れ
て
い

、
聿
争
手
ｑ
望
。

溌
躍
慰
募
職
職
鰯
篇
溺
溌
溌
蕊

恵
ま
れ
な
い
人
た

▽
民
生
費
ち
の
た
め
の
扶
助

費
、
生
活
保
護
費
か
大
部
分
で

す
。
児
童
袖
祉
の
向
上
を
め
ざ

し
た
各
種
の
予
算
、
保
育
所
の

整
備
に
も
意
を
も
ち
い
、
私
立

保
育
所
拙
世
児
童
委
託
料
と
し

て
九
二
二
万
一
千
円
、
生
活
扶

助
鋤
一
億
九
八
九
万
円
が
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
衛
生
面

▽
保
健
衛
生
費
の
充
実
に
は

積
極
的
に
対
処
し
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
に
二
千
六
二
三
万
四
千
円

を
出
資
し
、
本
年
度
よ
り
二
か

年
計
画
で
焼
却
炉
を
建
設
、
隔

離
病
舎
負
担
金
に
六
六
万
七
千

円
、
と
畜
場
へ
二
四
五
万
円
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

失
業
対
策
事
業
と

▽
労
働
費
し
て
、
側
溝
新
設

工
事
（
束
本
町
、
有
明
町
、
肥

前
町
）
と
し
て
延
長
二
、
四
五

○
メ
ー
ト
ル
、
道
路
補
修
工
事

を
市
内
一
円
に
実
施
し
、
延
長

二
万
九
六
○
○
メ
ー
ト
ル
を
計

画
、
犀
外
清
掃
工
事
等
に
三
六

三
万
三
千
円
か
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

草
地
造
成

△
農
林
水
産
業
費
改
良
事
業

十
一
か
所
に
一
千
六
二
四
万
七

千
川
を
計
上
、
各
所
に
草
地
改

良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
土
地

改
良
邪
業
に
も
九
八
八
万
八
千

円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
山
間
地
帯
の
住
民
生
活
水
準

の
向
上
と
、
畜
肉
需
要
の
供
給

源
と
し
て
の
役
割
と
し
て
阿
武

隈
八
溝
畜
産
基
地
の
今
後
の
方

向
づ
け
が
な
さ
れ
る
年
で
あ
り

ま
す
。
林
業
構
造
改
善
事
業
も

二
年
目
を
迎
え
、
国
有
林
活
用

事
業
、
資
本
装
備
高
度
化
事
業

早
期
育
成
林
改
善
事
業
、
林
道

事
業
に
二
千
二
二
四
万
六
千
円

が
計
上
さ
れ
、
早
期
事
業
の
完

成
と
林
業
者
の
福
祉
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。商

工
会
に
助
成
金

▽
商
工
費
と
し
て
一
六
○
万

円
、
花
貫
渓
谷
の
一
つ
士
岳
に

駐
車
場
を
建
設
す
る
た
め
の
費

用
二
二
二
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

道
路
橋
渠
費
の
主

△
土
木
費
な
予
算
化
は
高
萩

ｌ
和
野
線
の
五
二
六
万
八
千
Ⅲ

行
人
塚
道
路
改
良
工
事
に
八
一

五
万
円
、
坂
東
塚
の
改
良
工
事

に
六
七
五
万
五
千
円
、
市
道
中

戸
川
線
の
改
良
工
事
一
千
七
○

八
万
八
千
円
、
市
道
大
能
線
一

千
五
七
四
万
四
千
円
、
局
名
Ｉ

荒
屋
間
道
路
舗
装
新
設
工
事
微

四
九
五
万
四
千
川
な
ど
総
額
で

八
千
六
二
一
万
七
千
川
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
都
市

計
画
費
に
一
千
四
六
一
万
円
、

市
岱
住
宅
二
十
戸
分
建
設
に

写
發
騨
際
邑
篭
詳
筆
火
蓉
巽
賀
議
巽
謎
惑
興
悲
マ
巽
塞
学
．
兎
蕊
蝿

一
千
九
九
四
万
六
千
円
が
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。市

民
の
生
命
、
財

▽
消
防
費
産
を
守
る
消
防
活

動
に
必
要
な
経
費
が
盛
ら
れ
て

い
ま
す
が
今
年
は
と
く
に
消
防

庁
舎
を
増
築
す
る
た
め
の
予
算

四
八
五
万
五
千
円
、
水
道
消
火

栓
設
置
工
事
費
に
三
二
○
万
円

消
防
指
令
車
八
○
万
円
、
消
防

自
動
車
賊
入
贄
二
六
八
万
円
と

消
防
行
政
に
は
猿
極
的
に
対
処

し
て
い
ま
す
。

昨
年
市
民
会
館
の

▽
教
育
費
建
設
を
予
定
し
ま

し
た
が
補
助
金
、
起
債
等
が
困

難
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
年

は
ぜ
ひ
と
も
公
民
館
建
設
を
実

現
す
る
た
め
、
予
算
五
千
八
三

三
万
八
千
円
が
計
上
さ
れ
、
と

り
あ
え
ず
講
座
室
、
料
理
実
習

室
等
を
計
画
し
、
Ⅲ
十
六
年
度

に
お
い
て
一
三
○
○
人
程
度
収

容
で
き
る
ホ
ー
ル
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
為
の
施
設
を
つ
く
る
計

画
で
す
。
要
望
の
多
か
っ
た
松

岡
地
区
の
幼
稚
園
開
設
も
予
定

し
、
又
秋
山
保
育
所
の
定
員
増

も
予
定
し
、
幼
児
教
育
に
努
力

が
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
体

育
費
に
は
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

地
費
と
し
て
二
三
二
万
三
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
他
高
萩
小
学
校

舎
の
改
築
、
秋
山
中
の
体
育
節

東
地
区
の
保
育
所
設
世
も
目
下

の
急
務
で
あ
り
ま
す
が
財
源
の

関
係
上
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
近
き
将
来
必
ず
予
猟
化

し
建
設
に
斎
下
し
た
い
考
え
で

す
。
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一一

45年度市税の予算状況
早曹

前年比

15．185

22．668

634

2．217

1．260

△1

△423

173

△2461

税 予算額 ’市

市
固
軽
た
電
鉱
木
入
都

民

定資産

目 勤車

ばこ消費

気 力､ ス

税
税
税
税
税
税
税
税
税

７
７
４
８
０

６
５
３
２

『
』
且

２
９
９
７
４
０
５
４
３

９
０
４
７
２
２
０
７
４

２
２
９
２
４
５
１
０

朧

材 引取 3

湯
＝みごと完成した高戸造成農地＝

面積7.35ヘクタールに及ぶ農地が完成、代替地希望者

50人にこのほど配分が決まりました。

市計画 9

計 300.893 39．252

■
ｆ
、
Ｆ
、
ｆ
忠
Ｊ
９
３
ｆ
、
ｏ
ｂ
ｃ
１
４
ａ
ら
４
４
ｆ
ｏ
Ｌ
ｆ
も
Ｉ
ィ
〃
ら
，
４
２
１
，
．

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、

善
意
の
寄
付
が
こ
れ
ま
で
に
も

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
又
最
近
次
の
か
た
が
た
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
福
祉
の
た
め
に
有
意
義
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤
十
字
募
金
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

目
標
額
…
：
．
四
九
万
六
千
円

今
年
も
五
月
一
日
よ
り
五
月
○
一
金
一
万
円

三
十
一
日
ま
で
赤
十
字
社
員
増
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
益
金

を
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
と
、

強
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

助
け
合
い
ク
ル
ー
プ
代
表

社
員
は
今
ま
で
は
年
額
百
円

伊
藤
政
紀

以
上
の
社
費
を
納
め
る
こ
と
に
○
一
金
四
、
二
五
四
円

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
円
玉
募
金
の
寄
付
金
と
し

四
十
六
年
度
よ
り
は
三
百
円

て
山
手
老
人
ク
ラ
ブ
同
代

表
山
崎
三
郎

以
上
が
有
資
格
者
と
な
り
ま
す
○
一
金
二
、
五
五
八
円

の
で
、
今
年
は
そ
の
点
お
含
承
卒
業
記
念
寄
付
金
と
し
て
高

の
う
え
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

萩
中
学
校
三
年
六
組
代
表

森
稔

お
願
い
し
ま
す
。

○
一
金
千
円

．
；
ｔ
…
蛎
・
〃
．
Ｌ
今
．
噌
侭
く
“
く
’
・
臨
、
●
．
：
‐
●
：
：
．
’
、
．
．
．
、
．
秋
山
小
学
校
六
年
佐
藤
京
子

さ
る
三
月
二
十
二
日
の
下
君
田
の
大
火
に
際
し
ま
し
て
、
罹

災
者
救
援
を
市
内
各
団
体
に
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ

そ
く
各
団
体
、
個
人
、
又
遠
く
は
東
京
、
石
岡
、
水
戸
、
日
立

よ
り
と
多
数
の
衣
料
品
、
食
糧
品
、
現
金
等
の
寄
贈
を
い
た
だ

き
、
災
害
対
策
本
部
に
送
り
、
罹
災
者
に
配
分
し
ま
し
た
。

「
下
君
田
火
災
に
対
し
て

救
援
あ
り
が
と
う
Ｗ
こ

罹
災
の
方
々
に
は
仮
住
宅
も
出
来
生
活
設
計
を
樹
て
つ
つ
あ

る
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま

し
た
み
な
さ
ん
に
市
報
を
通
じ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
艮

安
村
篇

明
る
い
話
題

松
岡
小
学
校
内
に

市
立
幼
稚
園
を

開
設

予
算
説
明
の
な
か
で
も
述
べ

た
よ
う
に
四
月
二
十
日
よ
り
松

岡
小
学
校
内
に
幼
稚
園
を
開
設

し
ま
し
た
。

元
気
な
園
児
四
○
名
は
母
親

に
つ
れ
ら
れ
額
賀
園
長
先
生
の

お
話
し
に
熱
心
に
耳
を
む
け
て

い
ま
し
た
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
証
は
、
四
月
一
日
か

ら
検
認
印
を
受
け
な
け
れ
ば
無

効
で
す
。

至
急
、
保
険
証
及
び
印
鑑
を

持
参
し
て
、
も
れ
な
く
検
認
印

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
他
の
保
険
に
加
入
し
、
ま

鐺を蟻饒篝蕊
野

ワ

０

猫
①

・

屯

国
民
健
康
保
険
証
の

検
認
印
を
受
け
ま
し
ょ
う

□
□
□

募集期間 45年4月20日から4月30日

申込桑先市役所保険衛生課

面積と金額及び管理料

だ
異
動
の
手
続
を
と
っ
て
い
な

い
方
は
、
両
方
の
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

出
生
、
死
亡
、
転
入
、
転
出

等
で
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方

今
期
高
校
，
大
学
等
に
入
学
し
、

遠
隔
地
の
保
倣
証
が
必
要
な
方

は
、
別
に
保
険
証
を
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、

保
険
証
、
印
鐡
及
び
在
学
証
明

書
を
持
っ
て
市
民
課
窓
口
で
手

続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

面 積 額

0円

0円

()円

管理料

月額100円

〃 120円

金

42．0(）
）

（
）

6平方m

6平方m～8平方m

8平方m～9平方m

０
０

５
０

９
６

４
７ 150円

くｵつしいことは保険衛生課へおたづねください。

－557－
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今
年
は
、
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
基
準
年
度
と
い
い

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年

度
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
自
治
省
、
県
地
方
課
の

指
導
に
よ
り
固
定
資
産
評
価
基

準
に
も
と
づ
い
て
、
売
買
実
例

等
を
参
考
に
適
正
な
時
価
の
設

定
を
行
い
、
新
年
度
よ
り
次
に

述
べ
る
よ
う
な
方
法
で
税
負
担

が
な
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た

【
土
地
】

今
回
の
評
価
替
え
に
よ
り
、

宅
地
は
、
市
平
均
一
、
五
倍
の

上
昇
率
を
示
し
て
い
ま
す
の
で

新
評
価
額
を
そ
の
ま
ま
課
税
採

準
額
と
し
て
税
額
を
算
出
し
ま

す
と
税
負
担
額
は
一
挙
に
一
、

五
倍
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
制

調
査
会
は
昭
和
四
十
五
年
一
月

二
十
二
日
の
答
申
に
お
い
て
、

税
負
担
の
激
増
緩
和
州
慨
と
し

て
負
担
調
整
を
行
う
よ
う
答
申

し
て
い
ま
す
。

【
農
地
］

評
価
替
え
は
行
わ
れ
ま
す
が

税
の
負
担
は
昭
和
三
十
八
年
度

の
税
額
を
限
度
と
し
て
す
え
お

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

△
△

〃
負
担
調
整
と
は
ど
の
よ
う
な

措
置
な
の
だ
ろ
う
か
〃

【
固
定
資
産
税
〕

昭
和
四
十
五
年
度
以
降
の
宅

地
な
ど
に
か
か
る
固
定
資
産
税

解説

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年

度
の
新
評
価
額
が
昭
和
三
十
八

年
度
の
仙
額
に
く
ら
べ
上
昇
し

た
割
合
の
区
分
に
応
じ
、
前
年

度
分
の
課
税
標
準
額
に
【
表
１
】

の
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た

額
が
、
そ
の
年
の
課
税
標
準
額

と
し
て
税
額
が
算
出
さ
れ
ま
す

こ
の
措
置
は
、
昭
和
三
十
九

年
度
の
評
価
替
え
の
と
き
と
ら

れ
た
方
法
と
し
て
、
昭
和
四
十

一
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
昭
和
四
十
五
年

度
以
降
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

間
定
資
脱
税
の
負
抑
調
整
率

は
〔
表
２
〕
を
、
計
算
例
に
つ
い

て
は
〔
表
３
】
を
ご
参
照
下
さ
い

【
都
市
計
画
税
〕

昭
和
四
十
兀
年
度
及
び
昭
和

川
十
六
年
庇
分
の
宅
地
な
ど
に

か
か
る
都
市
計
凹
税
に
限
り
、

昭
和
山
十
五
年
度
の
新
評
伽
額

が
昭
和
四
十
四
年
度
の
価
額
に

比
ら
べ
、
上
昇
し
た
割
合
の
区

分
に
応
じ
、
前
年
度
分
の
課
税

標
淋
額
に
表
４
の
負
担
洲
整
率

を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
そ
の
年

の
課
税
探
準
額
と
し
て
税
額
が

算
出
さ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
税
の
負
扣
調
整
率

は
【
表
４
】
を
計
算
例
に
つ
い
て

は
【
表
５
】
を
こ
参
照
下
さ
い
。

な
お
こ
の
評
価
替
え
は
、
四
月

十
七
日
の
田
会
で
成
立
Ｌ
ま
し

た
の
で
納
期
限
は
四
月
三
十
日

ま
で
で
す
の
で
必
ず
納
期
限
ま

で
に
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は
税
務
課
賦
課
第
二

係
、
電
話
二
二
五
○
の
内
線

一
七
番
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

【表2】負担調整率 〔表1】計算方法

固定1．4

刷額＝ ×税率(資産税Tm
固定資産の額ｲⅢ

ノ

（課税標準和） 、都市0.2/
計画税100

上昇 蕊
「 負担調整率

3倍未満

3倍～8倍未滿

8倍～25倍未満

25倍以上

１
２
３
４

１
１
１
１

【表3】計 算 例
年度評価額

44 30．000円

45 50.000円
(見込）
46 50.000円

(見込）

額

咽

蝸

昭

一
３
０
９

税

３

４

４

３
３
ｑ

税
額
誹
叶
叶

準
銘
蹄
閉

課
標
４
９
５

２
２
３

担
率
２
２
２

整
１
１
１

負
調

【表4〕負担調整率

38年度の価額

44年度の価額

上昇率

負担調盤率

44年度課税標準額

10. ()00円

50.000円

5倍

1. 2

24.888円

上昇率

2倍未満

2倍～4倍未満

4 イ壷 I,ノ ’一
宝 11可 ルプ、 La

負担調整率

1． 3

1． 6

1． 9 ☆47年度以降は、課税標準額が5万円になるま

で負担調整が続けられます。
上の資料をもとに、 ｜酊定盗産税を計算し
ますと右のようになります。

〔
家
屋
】

家
屋
は
、
全
棟
に
つ
い
て
現

固
定
資
産
評
価
珪
準
に
も
と
ず

い
て
、
経
年
減
点
補
正
等
に
よ

り
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た

そ
の
結
果
、
州
市
に
お
い
て

は
、
昭
和
三
十
八
年
以
前
建
築

の
家
屋
の
価
纐
（
家
屋
は
課
税

標
準
額
と
同
じ
〉
｜
は
そ
の
ま
ま

す
え
お
か
れ
る
こ
し
一
と
な
り
ま

１
１
」
居
」
，

【表5】計 算 例

年度評価額|鳥篭鴇 鳶準驚|税額44年度のｲ川細

45年度のｲllli"

’ jヨ ､↓ず
上升･ 鳶1,秘

負担調整率

300〔)0円

50．0()0円

1． 6倍

l 3

44 30．000円 一一 30. ()00円 6()円

45 5().0()0円 1． 3 39．00()円 70円
『同 1入）
、〆ｰ 副一〆

46 50.000円 1. 3 50.000円 100円
（児込）Zの盗刺をもとに都' |].計|m税を計算しま

す~と右の表のようになります。

衣イ、昭和45年度減{|昨キ il三 1. (! ;.､

rlz{l l li水準

注2． （月’

llli水iｲIII)

再建築評点数×経年減点袖正率×1点当り単価
し
か
し
、
昭
和
三
十
八
年
一

月
二
日
以
降
、
昭
和
四
十
四
年

一
月
一
日
ま
で
に
建
築
さ
れ
た

家
屋
で
評
価
水
準
注
１
を
算
出

し
て
表
イ
に
よ
り
三
％
の
範
囲

で
税
額
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

’郡価 Z

80錫以下

8〔)46～909

90%～959

95％～

準 減イIW "

0％

1％

2％

3％

44年度評111i額

算例） ｜ |制和10年建築の家ﾉ箔

60() 000×0 71×0． 95

＝96％

’
420． （)00

420.0()0×97%=407.400P

－558－


